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漢
文
の
基
礎
知
識
》

白
文
…
中
国
文
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よ
う
に
漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
文
章

は

く

ぶ

ん

訓
読
…
白
文
に
句
読
点
・
返
り
点
・
送
り
が
な
を
つ
け
日
本
式
に
読
む
こ
と

く

ん

ど

く

書
き
下
し
文
…
訓
読
を
漢
字
か
な
交
じ
り
で
わ
か
り
や
す
く
し
た
文

訓
点
・
・
・
・
日
本
読
み
す
る
た
め
の
記
号
・
送
り
が
な

く

ん

て

ん

返
り
点
・
・
読
み
方
の
順
序
を
示
す
記
号
の
こ
と
。

れ
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①

レ
点

一
字
と
ば
し
て
、
先
に
下
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読
む
場
合
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う
。

ム

ヲ

２
レ

１

例

読

書

（
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を
読
む
）
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３
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知
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（
君
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去
る
を
知
る
）

い
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点

二
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て
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使
う
。
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１
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例
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（
故
郷
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ふ
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（
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と
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送
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が
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は
カ
タ
カ
ナ
が
原
則
。

ふ
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が
な
は
ひ
ら
が
な
が
原
則
。

表
現

四
つ
と
も
に
関
係
あ
る
も
の

①

～
曰
は
く
、
…
（
会
話
の
引
用
）

訳
「
～
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
…
」

一
つ
め
の
漢
文
に
関
係
あ
る
も
の
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ず
や

（
反
語
）
訳
「
（
な
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と
）
～
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は
な
い
で
し
ょ
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か
。
」
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つ
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漢
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則
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…
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「
…
す
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よ
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果
…
」

④

（
対
句
）

「
学
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・
・
・
」
と
「
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・
・
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」

四
つ
め
の
漢
文
に
関
係
あ
る
も
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⑤
・
・
・
し
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訳
「
・
・
・
に
は
か
な
わ
な
い
。
」

置
き
字
・
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文
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的
な
役
割
を
果
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す
だ
け
で
、
訓
読
の
と
き
に
読
ま
な
い
文
字
。

而
、
於
、
矣



《
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
》「
論
語
」
か
ら
Ｎ
Ｏ
１

「
論
語
」
は
①
（

孔
子

）
の
死
後
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
そ
の
言
行
・
教
え
を

げ
ん
こ
う

ま
と
め
た
物
で
あ
る
。

孔
子
は
②
（

中
国

）
古
代
の
春

秋
・
戦
国
時
代
に
現
れ
た
③
（

思
想

）

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

家
で
、
人
格
や
道
徳
を
高
め
る
こ
と
に
よ
る
治
世
を
理
想
と
し
た
。
彼
こ
そ
は
人
類
始

ま
っ
て
以
来
の
「
至
聖
」
と
呼
ば
れ
た
。

し

せ

い

〈
漢
文
〉

ハ
ク

ビ
テ

ニ

フ

こ
れ
ヲ

ず

ま
た

バ
シ
カ
ラ
や

リ

よ

リ

子

曰
、
「
学

而

時

習

之
、
不

亦

説

乎
。
有

朋

自

遠

方

タ
ル
ず

ま
た

シ
カ
ラ
や

ず

シ
テ

ラ

ず

ミ

ず

ま
た

ナ
ラ
や
ト

来
、
不

亦

楽

乎
。
人

不

知

而

不

慍
、
不

亦

君

子

乎
。
」

〈
書
き
下
し
文
〉

「
子
曰
は
く
、
「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
ま
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。

朋
遠
方
よ
り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

人
知
ら
ず
し
て
慍
み
ず
、
ま
た
君
子
な
ら
ず
や
。
」
と
。

」

〈
口
語
訳
〉

先
生
が
④
（
お
っ
し
ゃ
っ
た
）
、
「
～
学
問
を
し
て
、
⑤
（
機
会
が
あ
る
た
び
に
）

繰
り
返
し
お
さ
ら
い
を
し
、
⑥
（
習
熟
す
る
）
、
な
ん
と
⑦
（
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な

い
か
）
。
こ
う
し
て
勉
強
し
て
い
る
と
、
学
問
の
道
に
志
す
人
が
遠
い
所
か
ら
も
訪
ね

て
き
て
、
学
問
に
つ
い
て
話
し
合
う
、
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
自
分
の
勉

強
が
人
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
⑧
（
不
平
や
不
満
を
抱
か
な
い
）
、

そ
れ
で
こ
そ
、
⑨
（
理
想
的
な
人
格
者
）
で
は
な
い
か
。
」

〈
口
語
訳
の
注
意
点
〉

・

子
・
・
・
男
性
へ
の
敬
称
。
先
生
（
こ
こ
で
は
孔
子
）
。

し

→
子
曰
は
く

（
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
事
に
は
）

・

而
・
・
・
接
続
詞
。
「
そ
し
て
」
の
意
味
。
読
ま
な
い
こ
と
が
多
い
。

ず

ま
た

や

・

不
亦
～
乎

「
な
ん
と
～
で
は
な
い
か
」
の
意
味
。
反
語
。

く
ん

し

・

君
子
・
・
人
格
者
。
徳
と
知
を
兼
ね
備
え
た
人
。
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〈
漢
文
〉

ハ
ク

メ
テ

キ
ヲ

レ
バ

シ
キ
ヲ

べ
シ
ト

も
つ
テ

た

ル

子

曰
、
「
温

故

而

知

新
、

可

以

為

師

矣
。
」

〈
書
き
下
し
文
〉

子
曰
は
く
、
「
故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、

も
つ
て
師
た
る
べ
し
。
」
と
。

」

〈
口
語
訳
〉

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
「
①
（
過
去
の

事
柄
）
を
十
分
に
理
解
し
、
新
し

い
意
義
を
発
見
で
き
る
な
ら
、
人
の
師
と
な
る
②
（
資
格

）
が
あ
る
。
」

対
句

〈
漢
文
〉

ハ
ク

ビ
テ

ざ

レ
バ

ハ

チ

シ

ヒ
テ

ざ

レ
バ

バ

チ

シ

子

曰
、
「
学

而

不

思

則

罔
。
思

而

不

学

則

殆
。
」

〈
書
き
下
し
文
〉

子
曰
は
く
、
「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
。

思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
。
」
と
。

」

〈
口
語
訳
〉

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
「
～
む
や
み
に
読
ん
だ
り
教
わ
っ
た
り
す
る
だ
け
で
、

③
（
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
）
心
が
く
ら
く
て
④
（

理
解
が
あ
や
ふ
や
に
な
る

）
。

自
分
の
考
え
だ
け
に
頼
っ
て
、
⑤
（
広
く
先
人

の
意

見
や
知
識
に
学
ば
な
い
と
）

独
断
に
陥
り
、
⑥
（
危
険
で

あ
る
）
。
」

〈
漢
文
〉
ハ
ク

ル

ヲ

ハ

カ

ム

ヲ

二

子

曰
、
「
知

之

者
、
不

如

好

之

者
。

ム

ヲ

ハ

カ

シ
ム

ヲ

二

好

之

者
、
不

如

楽

之

者
。
」

〈
書
き
下
し
文
〉

子
曰
は
く
、「
こ
れ
を
知
る
者
は
、
こ
れ
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
こ
れ
を
好
む
者
は
、

こ
れ
を
楽
し
む
も
の
に
如
か
ず
。
」
と
。

」

〈
口
語
訳
〉

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
「
何
か
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
何
か
を

⑦
（
好
き
な
人

）
に
か
な
わ
ず
、
ま
た
そ
の
人
も
、
そ
れ
を
⑧
（
楽
し
ん
で
い
る
人

）
に
は
か
な
わ
な
い
。
」
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